
平成２５年度 第２回ＦＤ研修会 議事録 

 

日時：平成２６年２月１７日（月）１６：３０～ 

場所：２５番講義室（講義棟２階） 

目的：アクティブラーニングについての事例を学び、本学での授業改善に活用す

る。 

対象：全教員 

 

スケジュール 

司会：小池教授 

１６：３０～１６：４０ 

  開会挨拶 長澤学長  

１６：４０～１６：５５ 

  「最近の試みの事例と課題」 

      相内大吾助教、森正彦助教 

１７：００～１８：００（質疑応答含む） 

    「小樽商科大学のアクティブ・ラーニング実践事例と課題」 

        大津 晶准教授（小樽商科大学商学部社会情報学科） 

  １８：００～１８：３０ 

     全体討論 

      司会：小池教授 

      書記：加藤教授 

 

 

【全体討論内容】（18:05 から 18:25 まで） 

 

小池）50%の AL 化の数値の目標は、学内で認知されていますか。 

大津）十分、認知されているとは思っていません。以下に意識の中間層を上に上げる

かが鍵です。 

 

大津）リスクマネージメントを考慮する必要がある。例えば、オープンな Facebook では、

学生は匿名化にしている。 

 

押田）卒論は究極の AL だと思うが、卒論との連携でうまくいっているところがあれば紹

介下さい。 

大津）卒論との連携は取り組んでいない。これまでは、座学授業にどれだけ取込むか

というスタンスで取り組んでいる。 

 

佐藤）アナウンスですが、４月から大講にクリッカーなどのALに活用できる施設が準備

されるので積極的に活用ください。 

コメントですが、資格教育を含めて多様な教育目的に合わせて AL を取込むよう準備

をする必要がある。 



第2回 FD
アクティブ・ラーニング

ー能動的に学ぶことを促す教育方法を考えるー

理事・金山紀久
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今回のFDの目的
– 大学生の修学時間の少なさが問題となっています。
– 学生が能動的に学修するよう促す工夫が必要です。

• アクティブラーニングの取組みから、
学生が能動的に学ぶ方法について
考えてみましょう。

• 授業外での学修を促す工夫が求められています。
授業計画を立てる上で、アクティブラーニングの基本
的な考え方を参考にしてください。
– シラバスには、学生が予習・復習等をする上で必要な情
報の記載することが求められています。
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アクティブラーニングの取組みから、
学生が能動的に学ぶ方法について

考えてみてください。



アクティブ・ラーニングとは

• 教員による一方向的な講義形式の教育とは異
なり、学修者の能動的な学修への参加を取り入
れた教授・学習法の総称。

• 思考を活性化する学習形態。

• 学修者が能動的に学修することによって、認知
的、倫理的、社会的能力、教養、知識、経験を含
めた汎用的能力の育成を図る。

• 実験、実習、演習はアクティブ・ラーニング。

• 講義などの一方的な講義形式の授業を改善して、
学生が能動的に学習するよう促すことが課題。
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なぜアクティブ・ラーニング？

• 能動的に学ぶことによって学んだことの多くが身
につく。

• 講義に出席することで満足し、受動的な学習で
満足する学生が増加した？
– 能動的な修学を促す教育をしなければ、受動的な学
びとなり、学んだことが身につかない学生が増加？

– パワーポイントの資料をもらって満足してしまう学生。

• 多様性、創造性、交渉する力などの能力が、新
しい社会を担う人材に求められるようになった。

• グローバル化の進展によって、獣医農畜産に関
係する分野においても、自ら学ぶ、創造性豊か
な人材が求められている。
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アクティブ・ラーニングの授業方法

• 知識の活用・創造をめざす
– プロジェクト学習（ＰＢＬ型授業）
– 協同学習

• 表現志向
– プレゼンテーション、レポート・ライティング
– ディベート

• 応用志向
– シミュレーション・ゲーム
– ケース・メソッド

• 知識の定着・確認をめざす
– 演習、実験、調査
– ミニテスト
– クリッカー
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アクティブ・ラーニングの
質を高める装置（授業）

• 授業

– 書く・話すというアウトプット活動（コメント用紙、レ
ポート、ディスカッション、討論、プレゼンテーショ
ンなど）

– 宿題・課題を課す（授業外学習を促す）

– 新たな知識・情報・体験へアクセスさせる。（調べ
学習、体験学習）

– 多重評価（小テスト、発表、質問、学生同士のピ
ア評価など）
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アクティブ・ラーニングの
質を高める装置（その他）

• e‐learningによる基礎学習・自学自習システム

• 学修支援センター
（学修相談など）

• 学修環境の整備
（図書館、自習室、教室デザインなど）

• カリキュラムサポート
（導入科目、実習・体験学習との連携等）
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アクティブ・ラーニングの課題

• 学ぶべき知識の量が少なくなる？

–授業時間が不足する場合は、授業外での
予習・復習を促すことで、学ぶべき知識量
を確保する。

• アクティブ・ラーニングの授業形式が目的で
はない。

–教員の適切な関与（授業時間のほとんどを
教員が話したのでは意味がない）。
適切な学生の参加を促す授業運営。
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おわりに

• 授業改善の一つの取組みとして、これから講
演するアクティブラーニングの内容を参考とし
て下さい。

• これからもＦＤにおいて、授業改善のための
情報交換、検討を行っていきます。

• よろしくお願いします。
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Facebookを用いたアクティブラーニングの提案 

地域環境学研究部門 

相内 大吾 

平成25年度第2回FD研修会 

最近の試みの事例と課題 



Facebookとは？ 
ソーシャル・ネットワーキング・サービス（SNS）の一つで、

個人間のコミュニケーションを促進・サポートするサービス。
全世界で10億人以上のユーザーを有する、世界最大の
SNS。 

http://robotmonkeys.net/ 



• プロフィール機能 
• 日記機能 
（タグ付け・写真・動画・場所・シェア） 
• ユーザー検索機能 
• メッセージ機能 
• グループ機能 
 

どの様なことができるのか？ 

• アプリ機能 
• いいね！機能 

http://www.google.co.jp/url?sa=i&source=images&cd=&cad=rja&docid=ZIt3Tbjy1Gd-UM&tbnid=JhIWEeF0KvT6gM:&ved=0CAgQjRw&url=http://xn--facebook-u33gz07yld8b.com/archives/category/%E3%81%84%E3%81%84%E3%81%AD%EF%BC%81&ei=LSH_Uqe6BsSolAWx4YC4Aw&psig=AFQjCNE7SWIBd5mv0boQGx2PxH94LI6rzg&ust=1392538285174614
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近年の学生は、携帯情報端末の普及により
コミュニケーション手段が大きく変化・一般化 

文字 通話・文字 SNS・通話・文字 

逆手にとって活用できないか？ 

なぜSNSか？ 

基礎学術ゼミでのSNS利用アンケート 

ノートを取ったり、それを見返す
のは苦手だが、常時携帯端末
はチェックする。 

n=13 



研究室での利用       講義への応用 

Facebookをアクティブラーニングへ活用する
枠組みの提案 



大学オフィシャルアカウント 

基盤教育 共通教育 環境農学ユニット ・・・・・・・・・ 

植物生産学 
グループ 

植物生産土壌学 
グループ 

植物病害虫制御学 
グループ ・・・・・・・・・ 

• 質問・回答 
• 意見 
• 情報交換 
• 連絡 
• スケジュール管理  
• 小テスト 
• レポート提出 
• 講義資料配布 
• 出席 
• etc. 

・・
・・
・・
・・
・ 

・・
・・
・・
・・
・ 

自由に利用 

講義ごとにメールアドレスを
配布して、アカウント取得 



Facebookの利点 

 無料 
 実名制（悪意ある書き込み少） 
 リアルタイムの臨場感（質問・照会） 
 コミュニティ形成の場を提供 
  （情報交換・意見表明することで、ただ単 
  に講義を受けた学生の集まりではなく、講 
  義という場に連帯感が生まれる） 
 機能面（ファイルアップロードやDropbox） 
 公開・非公開の選択/アップロード承認制 



Facebook利用の課題 

 畜大オフィシャルアカウント（有りました） 
 学生全員のFacebookアカウント取得 
 サポート（Facebookに依存） 
 端末の公平性（ガラケー vs ノートPC） 
 通常授業との整合性 
  （意見集約・質問の抽出、サポートスタッフ？） 
 プライバシー（学内専用アカウントで対応可能？） 
 セキュリティ（Facebookに依存） 



平成25年度（2014.02.17） 
第2回FD研修会 

 

地域環境学研究部門 
助教 森 正彦 

－米の食味試験およびインターネット
掲示板を用いたアクティブラーニング
の実施例－ 

最近の試みの事例と課題 



教員による一方向的な講義形式の教育とは異
なり，学修者の能動的な学修への参加を取り
入れた教授・学習法の総称。 

アクティブラーニングとは・・？ 



教員による一方向的な講義形式の教育とは異
なり，学修者の能動的な学修への参加を取り
入れた教授・学習法の総称。 

アクティブラーニングとは・・？ 

発見学習 
問題解決学習 
体験学習 
調査学習 

グループ・ディスカッション 
ディベート 
グループ・ワーク 

方法 



科目：基礎学術ゼミナール 

少人数のグループでテキストを読み，
分担して発表を行うことで，テキストの
読み方，資料の作り方，発表やプレゼン
テーションの方法などを総合的に学ぶと
ともに，小グループでのコミュニケー
ションを経験する。 

授業概要 



1. テキストをきちんと読むことができる 

2. テキストに基づいた資料を定められた
書式で作成することができる 

3. テキストの内容を発表したりプレゼン
テーションしたりできる 

4. 小グループで自分の意見を発表し，議
論することができる 

到達目標 



1. テキストをきちんと読むことができる 

2. テキストに基づいた資料を定められた
書式で作成することができる 

3. テキストの内容を発表したりプレゼン
テーションしたりできる 

4. 小グループで自分の意見を発表し，議
論することができる 

到達目標 



 自分の意見を発表することができる 

（４人） 

 質問すれば自分の意見を言える 

（７人） 

 質問しても反応がない 

（３人） 

取り組み前の状況 



 自分の意見を発表することができる 

 質問すれば自分の意見を言える 

 

 

 質問しても反応がない 

取り組み後の目標 

⇒発言しやすいテーマの提供 
 

 

⇒意見を言いやすい環境の整備 



米の食味試験 

取り組みその① 

1. 「食べる・見る・触れる」という行為を
通してコミュニケーションを取りやすい
環境 

2. 「味の違い」等，発言しやすいテーマが
豊富に含まれる 







インターネット掲示板の利用 

取り組みその② 

1. ゆっくりと考え，自分の意見を書き込む
ことができる環境 









 自分の意見を発表することができる 

（８人：４＋４） 

 質問すれば自分の意見を言える 

（６人：７－４＋３） 

 質問しても反応がない 

（０人：３－３） 

取り組み後の状況 



今後への課題 

 自分の考えを言えるようにはなったが，
議論にまでは発展しなかった 

 大人数の講義等への適用 

 



Moodle 
(http://moodle.obihiro.ac.jp/moodle3/) 

忙しい先生方は 

・自分の科目の HP を作る暇がない。 

・学生に連絡が取りたいけど、個人のメルアドは公開したくない。 

・オフィスにレポートの山 

・採点しなきゃいけないけど、出張先や家庭に試験やレポートを持っていくのは．．．。 

・課題の採点や結果を Excel など表計算ソフトに入力するのがたいへん。 

・既存のテキストや問題集が自分の科目や学生に合っていない。 

 

このような問題を解決してくれるのが、Moodle （ムードル）です。 

 

Moodle（ムードル）とは、ｅラーニングではありません。いわば、教育目的の無料学内 SNS で、世界中で使われ

ています。登録した教師と学生が、その科目内でのネットワークを形成します。セキュリティも万全です。 

 

Moodle によってできること(一例) 

・HP 作成  

教師は科目のページを簡単に作ることができ、そこに様々なリソース（動画、図表、リンクなど）をアッ

プすることができます。学生は好きな時に閲覧できます。 

・ペーパーレス 

教師がMoodle上に課題を設定すると、学生はMoodle にオンラインで課題を提出できます。教師はイ

ンターネットがあれば、それをどこででも採点できます。 

・小テスト 

選択問題から記述問題まで様々な問題形式が用意されています。コースの内容に合った課題や補

充問題をデザインできます。 

・時間短縮 

解答を登録すれば、課題や小テストを Moodle が採点します。さらに、成績の一覧表を自動的に作成

します。Excel などへのエクスポートも可能です。結果を新たに入力する必要はありません。 

・e メール 

Moodle を通じて学生とのメッセージのやり取りが可能です。個人にメールすることも、連絡事項を一

斉送信することもできます。 

・フォーラム 

twitter のように学生間の意見交換を可能にします。 

・学生のコンピュータ・リテラシーの向上 

Moodle を使わせることによって、学生のコンピュータでの作業に慣れていきます。PC ほぼ未経験の

学生でも大丈夫です。 

If you would like to learn more or set up a course, contact David Campbell (campbell@obihiro.ac.jp, ext. 

5620) 

mailto:campbell@obihiro.ac.jp
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